
（別紙３）

〜 令和8年4⽉1⽇

（対象者数） 35 （回答者数） 24

〜 令和8年4⽉1⽇

（対象者数） 4 （回答者数） 2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

個別の担当制にして、よりに個々の特性に注⽬して、⼀緒
に好きな物、興味のあるものを⾒つけ、活動内容を決定し
ていく

2

職員間で⼊念な打ち合わせを⾏い、様々なプログラムを提
供できるようにチャレンジをしていく

3

ＩＣＴ化を進め、写真等を添付し活動の様⼦を伝えられる
ようにしていく

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

引き続き交流会を実施し、地域のプレイパーク等への参加
を増やしていく

2

地域のイベントに参加出店やカフェ⾏う事で、保護者との
交流や保護者同⼠が交流できる機会を設けていく

3

引き続き避難訓練を実施し、また救命訓練の外部研修を実
施していく

⼦どもの事を⼗分に理解し、個々の特性などに応じた専⾨性
のある⽀援を提供

個々に応じて、達成したい⽬標に向けての課題や活動の提供

活動プログラムを固定化しない ⼦ども達との会話の中からヒントを得て、やりたい事や・
⾏ってみたい場所など要望に応えらるようにプログラムを⽴
てている

保護者に対しての連絡体制 連絡帳をなるべく詳しく丁寧に記⼊している

⾮常災害の発⽣に備え、定期的な避難訓練。また緊急時にお
ける対応訓練。

地震・⽕災・不審者に分けて年に3回避難訓練を⾏っている
が、緊急時における訓練が出来ていない

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域の⼦どもと活動する機会が少ない 他の放デイとの交流で⾃事業所以外の⼦ども達との関わりは
あるが、地域のプレイパークや児童クラブ等との交流が⾏え
ていなかった

⽗⺟会の活動、保護者会等の開催・兄弟向けのイベントが出
来ていない

保護者会に変わる施設⾒学会等を企画してきたが、保護者を
招いてのイベントや交流の機会が設けられなかった

令和8年2⽉1⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和8年5⽉1⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 本城ルーム

○保護者評価実施期間 令和8年2⽉1⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表


